
原
爆
投
下
か
ら
66
年
目
の
夏
、

66
年
前
、
ア
メ
リ
カ
の
投
下
し
た
二
つ
の
原
子
爆
弾
に

よ
っ
て
広
島
と
長
崎
は
一
瞬
に
し
て
廃
墟
と
化
し
、
20
万

余
の
人
々
が
命
を
奪
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
遺
症
は
、
い

ま
な
お
被
爆
者
の
心
と
身
体
を
さ
い
な
ん
で
い
ま
す
。
被

爆
者
は
そ
の
苦
し
み
を
乗
り
越
え
、
核
兵
器
の
使
用
は
人
類
に
対
す
る
犯
罪
で
あ
る

と
告
発
し
、
核
兵
器
廃
絶
を
訴
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
そ
の
声
は
い
ま
や
世
界
の
ゆ

る
ぎ
な
い
流
れ
と
な
っ
て
い
ま
す
。
東
京
電
力
福
島
原
発
事
故
で
放
射
線
の
被
害
に

不
安
が
高
ま
る
今
、
核
兵
器
廃
絶
と
と
も
に
被
爆
者
援
護
・
連
帯
を
掲
げ
て
き
た
原

水
爆
禁
止
運
動
の
意
義
が
大
き
く
な
っ
て
い
ま
す
。

国
内
外
で
広
が
る
核
兵
器
廃
絶
の
声

核
兵
器
廃
絶
を
め
ぐ
る
情
勢
は
、
２
０
１
０
年
核
不
拡
散
条
約
（
Ｎ
Ｐ
Ｔ
）
再
検

討
会
議
の
合
意
の
実
行
、
と
り
わ
け
「
核
兵
器
の
な
い
世
界
の
平
和
と
安
全
を
達
成

す
る
」
た
め
の
枠
組
み
づ
く
り
、
核
兵
器
禁
止
条
約
な
ど
の
特
別
な
努
力
を
最
大
の

焦
点
と
し
て
動
い
て
い
ま
す
。
核
兵
器
廃
絶
を
正
面
か
ら
掲
げ
た
国
際
交
渉
、
核
兵

器
禁
止
条
約
の
交
渉
開
始
を
求
め
る
声
は
、
国
連
総
会
で
も
、
非
同
盟
諸
国
会
議
な

ど
で
も
大
き
く
広
が
っ
て
い
ま
す
。
広
島
・
長
崎
の
被
爆
か
ら
66
年
、
原
水
爆
禁
止

の
運
動
は
核
兵
器
を
め
ぐ
る
世
界
の
流
れ
を
大
き
く
変
え
て
き
ま
し
た
。

次
の
Ｎ
Ｐ
Ｔ
再
検
討
会
議
の
準
備
は
２
０
１
２
年
に
始
ま
り
、
２
０
１
４
年
に
は

核
兵
器
保
有
国
が
「
自
国
の
核
兵
器
の
完
全
廃
絶
」
も
含
め
、
核
兵
器
廃
絶
の
努
力

の
進
捗
状
況
を
報
告
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

こ
の
プ
ロ
セ
ス
を
核
兵
器
廃
絶
達
成
へ
と
実
ら
せ
て
い
く
上
で
も
、
約
束
実
行
を

迫
る
国
際
政
治
へ
の
働
き
か
け
と
世
界
的
に
世
論
を
広
げ
る
と
り
く

み
が
ま
す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開
か
れ
て
い
ま
す

8
月
3
日
か
ら
9
日
ま
で
、
広
島
と
長
崎
で
２
０
１
１
原
水
爆
禁
止
世
界
大
会
が
開

か
れ
て
い
ま
す
。
今
年
の
大
会
に
は
、
国
連
代
表
を
は
じ
め
、
非
核
地
帯
の
政
府
代

表
、
核
保
有
国
の
平
和
運
動
代
表
や
、
世
界
各
国
の
反
核
平
和
運
動
の
代
表
な
ど
が

一
同
に
集
い
ま
す
。
日
本
全
国
の
草
の
根
の
運
動
代
表
や
、
東
北
な
ど
震
災
と
原
発

被
害
と
た
た
か
う
被
災
地
の
代
表
も
た
く
さ
ん
参
加
し
、
「
核
兵
器
の
な
い
平
和
で

公
正
な
世
界
を
」
を
テ
ー
マ
に
、
討
議
・
交
流
し
ま
す
。
こ
の
大
会
の
中
で
、
国
連

代
表
に
「
核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア
ピ
ー
ル
」
署
名(

目
録)

を
手
渡
し
ま
す
。

秋
の
国
連
総
会
に
向
け
署
名
を
集
め
よ
う

「
核
兵
器
全
面
禁
止
の
ア
ピ
ー
ル
」
署
名
は
、
秋
の
国
連
総

会
に
提
出
し
ま
す
。
あ
な
た
の
職
場
、
地
域
、
学
校
で
、
こ
の

署
名
を
集
め
、
秋
の
国
連
総
会
に
届
け
ま
し
ょ
う
。
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現
在
の
原
発
の
技
術
は
、
未
完
成
で
危
険
な
も
の

い
ま
開
発
さ
れ
て
い
る
ど
ん
な
形
の
原
子
炉
も
、
核
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
取
り

出
す
過
程
で
、
莫
大
な
核
廃
棄
物
を
生
み
出
し
ま
す
。
い
っ
た
ん
核
廃
棄
物

が
つ
く
ら
れ
る
と
、
人
類
は
、
そ
れ
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
手
段
を
持
っ
て

い
ま
せ
ん
。
だ
か
ら
、
た
だ
閉
じ
込
め
て
お
く
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
完
全
に
閉
じ
込
め
て
お
く
方
法
を
、
人
類
は
も
っ
て
い
ま
せ
ん
。

「
ス
リ
ー
マ
イ
ル
」
「
チ
ェ
ル
ノ
ブ
イ
リ
」
「
フ
ク
シ
マ
」
人
類
は
３
度
も

経
験
し
ま
し
た
。
核
廃
棄
物
の
危
険
が
な
く
な
る
に
は
、
１
０
０
万
年
と
い

う
時
間
が
必
要
で
す
。
こ
れ
か
ら
先
、
１
０
０
万
年
、
核
廃
棄
物
を
閉
じ
込

め
て
お
け
る
保
障
が
あ
る
で
し
ょ
う
か
。
一
体
誰
の
責
任
で
、
そ
れ
を
や
る

と
い
う
の
で
し
ょ
う
か
。

人
類
の
い
ま
の
技
術
で
は
、
安
全
な
原
発
な
ど
あ
り
え
な
い
の
で
す
。

な
ぜ
、
世
界
有
数
の
地
震
・
津
波
国
に
原
発
が
林
立
し
た
の
か

原
発
は
一
基
つ
く
る
の
に
５
０
０
０
億
円
も
か
か
る
ビ
ッ
ク
ビ
ジ
ネ
ス
。

誰
が
そ
の
利
益
を
享
受
す
る
か
。
電
力
会
社
、
原
発
メ
ー
カ
ー
、
大
手
ゼ
ネ

コ
ン
、
鉄
鋼
・
セ
メ
ン
ト
メ
ー
カ
ー
、
大
銀
行
な
ど
大
企
業
と
、
原
発
推
進

の
政
治
家
、
特
権
官
僚
、
御
用
学
者
、
メ
デ
ィ
ア
な
ど
で
す
。

こ
の
利
権
集
団
は
、
異
論
を
す
べ
て
排
除
す
る
「
原
子
力
村
」
＝
閉
鎖
集

団
を
形
成
し
ま
し
た
。
こ
れ
が
「
安
全
神
話
」
を
製
造
し
、
国
民
を
ウ
ソ
で

欺
き
原
発
を
推
進
、
巨
額
の
利
益
を
む
さ
ぼ
っ
て
き
た
の
で
す
。

平
和
利
用
宣
伝
は
、
米
国
の
「
核
持
込
へ
の
地
な
ら
し
」

５
０
年
代
半
ば
、
大
々
的
に
展
開
さ
れ
た
「
原
子
力
の
平
和
利
用
」
キ
ャ

ン
ペ
ー
ン
の
目
的
が
、
ビ
キ
ニ
水
爆
実
験
で
広
が
っ
た
反
核
・
反
米
世
論
の

沈
静
化
と
核
兵
器
の
持
込
を
目
的
と
し
て
い
た
事
が
米
解
禁
文
書
で
明
ら
か

と
な
り
ま
し
た
。

買収されている大手メディア
１９７０年代、電力業界は、巨額の広告

料を払って、大手メディアを次々と買収。

まず朝日新聞に大型広告。読売新聞がつづ

き、毎日新聞は原発に反対する記事をおさ

えることを約束して広告料を手に入れまし

た。大手新聞社は電力業界に総なめにされ、

広告料のひもがつけられ、「安全神話」を

振りまく共犯者となったのです。

東電会長は、原発事故当日、

マスコミ幹部を引き連れ中国旅行！
勝俣東電会長は、記者会見で「旅費は東

電持ちだったのか」と問われ、「マスコミ

幹部への旅費は一部東電が出した」と答え

ました。マスコミへの接待旅行中に

事故が起こったのです。しかし、大

手マスメディアでこの事実を報道し

たところは、どこもありません。


